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※支援内容は年度ごとに変更になる可能性があります。

2024 年 4 月 1 日現在

金属物性論研究部門 野村 悠祐

関 剛斎

山中 謙太

渡辺  万三志

材料科学総合学科（大学院進学時）

化学科（大学院進学時）

大学、国研、
海外研究機関

など

　　　 大学院博士課程後期
学生、35 才以下のポスドク

それ以外の
支援制度
一覧はこちら



准教授 高坂 亘

助教 中西 匠

金属錯体格子、電荷移動錯体、電子・
磁気挙動、多孔性配位高分子、化学
的相互作用 / 物理応答の協奏的制御

助教 SONG Peng
助教 柿沼 洋

助教 荻野 靖之

アクチノイド・希土類元素を含む量子物質の
磁性・超伝導・強相関電子系の物理

准教授  三宅 厚志准教授（兼）　南部 雄亮

特任助教 岡部 博孝
特任助教 髙田 秀佐

、新物質

准教授 木俣 基
助教 赤木 暢

准教授 新居 陽一

助教 石田 浩祐

J-PARC に設置した中性子散乱装置とスピン・格子の励
起スペクトル

研究室で作製された様々な電界効果トランジスタや薄膜
デバイスにおける超伝導転移（電気抵抗の温度依存性）

分子性有機超伝導体
κ-(BEDT-TTF)2X, 
X=Cu(NCS)2, Cu[N(CN)2]Br

導電性高分子材料
PEDOT:PSS



マルチスケール計算科学シミュレーションによる
エネルギー問題の解決と安全・安心社会の実現

助教 福島 省吾

マルチスケール・マルチフィジッ
クス計算科学シミュレーション、
スーパーコンピュータ、マテリ
アルズインフォマティクス

ラ ン ダ ム 構 造 、 放 射 光 、 X
線 異常散 乱 、結晶、準 結晶、
非晶質

金属学に基づいた医用金属材料の
成分・構造・形態制御に関する研究
生体材料学講座 医用金属構造形態制御学

ナノ構造制御によるマグネティクス／
スピントロニクス材料の創製

教授 関 剛斎

助教 山崎 匠

スピントロニクス、ナノ磁性、
エネルギー変換

センター長・教授 加藤 秀実

助手 佐藤 充孝

助教 村上 力輝斗

材料設計、シンチレータ、半導
体、圧電材料、合金、共晶体、
マイクロ引下げ法、チョクラル
スキー法、ブリッジマン法

先端加工プロセスによる
高機能医用金属材料の開発
生体材料学講座 医用金属材料学分野

准教授 山中 謙太
助教 青柳 健大

構 造 用金 属材 料 、A ddi t i v e  
Manuf ac tur ing、加工熱 処
理 、 組 織 制 御 、 合 金 設 計 、
生 体 材 料

助教 金 智勲

特任助教 山中 隆義

助教 岡本 啓

材料特性解明のためのナノ微細構造解析と
化学分析

教授 渡辺 万三志

高 分 解 能 電 子 顕 微 鏡 、 ナ ノ
構 造 解 析 、電 子 線 損 失 分 光 、
X 線 分 光

複合機能材料学研究部門

先進計算技術と情報学の融合による
新たなセラミック材料研究
材料機能制御プロセス学講座
教授 熊谷 悠
准教授 小野 頌太
助教 清原 慎
助教 BAE Soungmin
助教 Vu Thi Ngoc Huyen
特任助教 張 成燻

計算材料学、マテリアルズイ
ンフォマティクス、セラミック
ス、点欠陥 MoS2 中の不純物の系統的計算結果

新しいスピンホール材料の Cu-Ir 非平衡合金。Ir 濃度
が 25 at.% 近傍において、スピン角運動量の流れであ
るスピン流を効率よく作り出すことができる。

（a） （b） 

金属溶湯脱成分反応による超微細ナノポーラス金属・
合金・複合材料の作製の模式図

Ti-6AI-7Nb 表面 AI 濃度を低減、かつ、表面凹凸
を付与して生体親和性を向上する。

電子ビーム積層造形で製造した Co-Cr-Mo 合金製
人工膝関節

マルチスケール計算科学シミュレーションによる宇宙
機器の材料設計

高分解能収差補正電子顕微鏡 ( 左 ) とチタン酸ストロ
ンチウムの高分解能像 ( 右上 ) および X 線分光による
原子分解元素マップ ( 右下 )



A1　実験は個人でできるものが多いので、好きな時間
に来て、自分のペースで実験をして帰宅することが多い

です。自分の場合は、午前中に実験やその準備をしたり、

調べものをしたり、発表スライドを作ったりします。お昼

を食べたらまた実験などをして、遅くなる前に自分は家

に帰ります。家では家事をやらないといけないので、自

分はかなり健全なタイムスケジュールで動いていると自

負しています。

A2　学部1年から3年生までは、高校時代と変わった
感じはあまりありませんでした。授業を受けて新しい知

識を手に入れる、ということが多かったので、その時期

の楽しみは人との関わりとか勉強以外のところにあるこ

とが多いと思います。ただ、学部4年生から今の修士に

なってからは、何が面白いかといえばやっぱり研究です。

研究は今まで誰もやっていないことをやろうとすること

です。今、自分がやっていること、思いついたアイディア

を実現できたことは、この世界で俺が初めてかもしれな

い。あくまで初めてかもしれないだけなのですが、何か

を思いついた時、実現した時というのは言葉にし難い、

達成感に近い喜びがあります。

A3　自分の場合、その時「行きたいな」って思った進路
を行くと決めています。それが多分、その時の自分にとっ

て一番いい選択だと思っているので。今、自分にとって

一番可能性があるのは博士課程進学です。東北大も国

も、博士人材を増やそうという動きが盛んになってきて

いる中で、博士課程に進むメリットがそれなりに増えて

きたように感じています。また、修士卒の場合、就職した

後は学部卒とできることにあまり違いがないように思っ

ているので、だったら、博士まで進学したほうがいいの

では、とも考えています。勿論、就職も悪くないとも思っ

ているので、その時の縁と運と気持ちで決めます。

A4　自分が日頃そんなに意識せずにやっていることを、
今回のように1度言葉にしてみると、「自分はこう思って

いたんだな」と改めて確認できて、モチベーションがま

た一つ上がった感じがします。金研や東北大に限らず、

何かを調べる人、世界中で何かを発見する人が多くなる

ことは、個人的にはすごく嬉しい、楽しいことなので、皆

さんもぜひそういう風になっていただければいいなと

思いますし、自分もその一人になれるように頑張ります。

A1　自分の研究室の場合、10時からお昼ぐらいに来る
人が多いです。研究室に来たら、実験するための試料の

準備や、装置を使って実験します。授業から帰ってきた

先生をつかまえて、質問をすることもあります。時間割が

決まっている高校生までの環境と違い、いつ何をするか

は決まっていません。好きな時に好きなように実験して、

時にはなかなかうまく行かず夜遅くなることもあります。

そういう時は研究室の友達と一緒にご飯に行ったり、日

中に仙台の七夕まつりを見に行ったりもします。しっか

り結果を出すことができれば、自分の好きなペースでで

きる環境です。

A2　東北大学のように規模が大きい大学は、それだけ
で面白いと思っています。例えば東北大には学生が1.8

万人ぐらいいるので、それだけいろんな人と関われる機

会があります。加えて、OB訪問や、研究室に遊びに来る

先輩との出会いもあるので、大学にいるだけで人との繋

がりが幅広く持てることは何よりの面白みを感じます。ま

た研究設備が整っているのも大きな大学ならではです。

私が以前いた高専もそれなりに設備は整っていて、自由

に実験できる環境にはありましたが、その設備を維持す

る費用や人の規模が大学では全然違います。サークル

活動などの学生生活も研究活動も、とにかく幅広く自由

にできることが大学の魅力なのかなと思います。

A3　私は修士課程で卒業して、鉄などの金属を扱って
いる企業に就職したいと考えています。アカデミックな

研究というよりは、企業の中で実物とか現場とかに近い

ところにいて、より社会に近いところで研究をしてみた

いと思っています。

A4　高専から東北大にきて感じたのは、何でも自由に
やることができるし、その基礎も整っていること。学生自

身にいろいろな選択を任されている環境はすごい恵ま

れているなと思うし、こうした場所は日本にも多分そこ

まで数はないだろうと思います。中学生、高校生で東北

大を目指したいという人は、一生懸命目指して入学する

価値は絶対ある場所です。

A1　研究のプロセスを大まかに分類すると、実験、
分析、ディスカッション、そしてそれらを発表できる形

にまとめるという4つの段階があります。ですので、

その日によってやらなければならないことをやって

います。理想は9時くらいに登校して、4つのうちのど

れかを丸一日をやって、5時くらいに帰宅する準備を

進めて、というスケジュールですが、あくまで理想で

す（笑）。アルバイトをやっていた時は、6時からシフ

トに入る、というのが平均的な過ごし方でした。

A2　大学の面白さは「自分」と「自由」がキーワード
だと思います。例えば自分のやりたい研究を選ぶ、研

究室を選ぶ、好きな科目を選択して授業を受ける。研

究や勉強以外にも、アルバイトのために時間を抑え

たり、サークルや部活を頑張ったり。自分のやりたい

たくさんの選択肢からどれを選んだとしても、東北大

学には支えてくれる機関とか、それを担当してくれる

人、応援してくれる環境が整っていると感じます。挑

戦することにすごく適した場所が大学だと思います

し、特に東北大学はそうした環境が整っていると思い

ます。

A3　私は修士課程で卒業して就職します。就職先は
決まっていて、石油を精製する工場や、鉄道、病院を

建設する企業です。最初は下積みで現場に行ったり、

海外で働いたりして、最終的にはプロジェクトマネー

ジメントをしたいと考えています。会社の技術者とし

て働くだけでなく、MBAを取得して経営に関わる仕

事もやってみたいです。今立てているキャリアプラン

がうまくいくように頑張りたいと思います。

A4　私自身は中学、高校の頃から結構東北大のイ
ベントに参加していて、その時に出会ったお兄さん・

お姉さんに未来の自分もなれたらいいなと思ってい

ました。それがまさに今日、自分が話す立場になっ

てとても緊張しました。東北大の学生のうち、宮城県

出身は１割程度と言われています。小さなコミュニ

ティーではありますが、仙台・宮城の高校生の皆さ

んに地元にある素晴らしい大学のことをお伝えでき

たならとても嬉しいです。

注目元素はベリリウムです！

注目元素は鉄です！

注目元素はマグネシウムです！

吉田　草太さん

所属：工学研究科金属フロンティア工学専攻　修士 1年
研究室：古原研究室（金属組織制御学研究部門）
出身校：仙台高等専門学校

松戸　玲菜さん

所属：工学研究科量子エネルギー工学専攻　修士 2年
研究室：笠田研究室（原子力材料工学研究部門）
出身校：宮城県仙台第一高等学校

田中　尚暉さん

所属：理学研究科物理学専攻　修士 1年
研究室：藤原研究室（結晶物理学研究部門）
出身校：宮城県仙台第一高等学校

金および銀の結晶成長の研究をしています。金属を溶
かし、それがどのように固体になっていくのかを、実
際に「その場」観察しながら現象を解明しています。

東北大学には全国各地、幅広い地域から学生が集まります。
今回は、所属専攻、研究室も様々な宮城県出身の 3人の学生たちに、研究室のことや卒業後の進路などを聞きました。
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Q1. 研究室での過ごし方

Q2. 大学の面白いところ

Q3. 卒業後の進路

Q4. 高校生・学部生へのメッセージ
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研　究
テーマ

環境に優しい鉄鋼を作るための研究をしています。鉄は
身近で生活に欠かせない一方、製鉄時の二酸化炭素の排
出量が課題となっているので、それを改善するために研
究をしています。

研　究
テーマ

新たなエネルギー源として期待されている核融合炉の
構造材料の研究をしています。留学も積極的にしてい
て、学部生の時はイギリスとドイツに、修士では１年
間ハワイに交換留学に行きました。

研　究
テーマ

・・

Be

Mg

Fe
interview01 interview03

interview02

※本記事は、2023年10月に開催された「きんけん一般公開」
でのトークイベントを元に編集したものです。

※所属、学年はインタビュー当時のものです。



スケールの大きな「鉄」を扱う仕事、
材料出身だからこそのアドバンテージ

──現在の仕事内容を教えてください
入社当初から鉄鋼の棒線材料開発を行っていま
す。昨年までは鉄鋼研究所 ( 以下、中央研究所 )
で基礎研究をしていて、今は九州製鉄所にある技
術研究部で基礎研究を実機プロセスに落とし込む
ための応用研究や、実機での製品開発や顧客対応
をしています。具体的には自動車の駆動部品に使
われるギア用鋼の成分設計や組織制御、製品を実
機プロセスでどう作るかという落とし込み、それ
ら開発した製品の顧客提案をしています。

──学校での研究と会社での研究の違いは何で
しょうか？
会社の実験の大部分はオペレーターの人がしてく
れます。私は研究計画などを立て、実験依頼書を
書き指示を出します。自分で実験をしない分、複
数の研究テーマを同時並行で進めたり、特許や論
文を書いて顧客提案に時間を使っています。
また、会社は一つの特性を追い求めるような研究
は少なく、強度特性や製造性、コストなど全てを
満たす材料開発をしないといけません。そこには
いろんな解決方法があるので、多くの関係部門を
巻き込みながら協力して仕事を進めることが多い
です。

興味を持って進んだ研究が
今でも役立っている

──学生時代の研究内容を教えてください。
古原研究室のときは鉄鋼材料のオーステナイト中
のボロンの粒界偏析の研究をしていました。ボロ
ンは実際の材料でも使いますし、偏析挙動※１は
とても重要なので本当に今の仕事にも活きていま
す。その頃の研究を活かした開発をしたり、論文
を出したりと、今も継続して取り組んでいる内容
です。

学部時代のときは、フェライト系ステンレス鋼の
ラーベス相のクリープ特性について研究していま
した。試料にいろいろな熱処理を施して、析出物
の TEM 観察やクリープ試験を行っていました。析
出物制御は鉄鋼の中で非常に重要で、TEM 観察技
術も現在の研究内容に活きています。

──大学で得た知識や経験は、どのように役立っ
ていますか？
大学で学んだ知識がある程度あって、何が重要か
などの考え方を知っていることが大きく役立って
いると思います。誰々がやっていたからその時の
資料を見てみようとか、授業の内容などを見返す
と、ズバリ書いてあったり、ヒントが書いてあっ
たりするので、最初のきっかけ、窓口を持って
いることが強みになっています。特に、古原教
授の授業やゼミ資料は今でも参考にしています。
100％そのまま参考にするというよりも、考え方
や最初の導入を掴むためにすごく役立っていま
す。当時の教科書やノートを見返すことも多いの
で多岐に渡って残しておくといいかと思います。

仕事だけではない楽しさ、
これからの将来について

──今後はどのように働いていきたいですか？
キャリア形成については、よく上司と相談してい
ます。最初の５年位は中央研究所で基礎研究を学
び、現在のフェーズは技術研究所での応用研究や
顧客対応です。実機試作や顧客のニーズ把握を行
い、基礎研究と製造をつなげる役割を担う部署で
す。会社の利益に直結する操業に深く関わるので

大変面白く働いていますが、キャリア形成と同時
にライフワークバランスもとても重要だと思って
います。現在は福岡に単身赴任中で家族は千葉に
いるので、ある程度こちらで経験を積んだ後は中
央研究所などに戻って自分が見つけた製造課題や
新規ニーズに対する材料提案をしたいと思ってい
ます。今後のキャリアプランについては、社内で
も積極的に面談の機会が設けられているので、大
変相談しやすい環境です。

──これから「材料」を学ぼうとする学生に向け
てメッセージをお願いします！
材料はものづくりの出発点です。革新的な製品を
創る上での重要な要素なので、やりがいのある分
野だと思います。私の場合は金属でしたが、材料
にはセラミックやいろんな素材があり、そのまま
素材メーカーに就職する人もいれば、研究生活や
学生生活を通して違う職種を選ぶ人もいます。す
ごく面白い世界なので、是非勉強して欲しいなと
思います。

※１：結晶粒界などに材料の成分元素が濃縮すること。
材料の脆化をもたらす場合があるので、偏析挙動の理
解は重要である。

金属材料研究所（金研）は、材料科学の基礎から応用にわたる教育活動を展開し、
これまで多くの優秀な人材を輩出してきました。
今回は金研のOG（2018年修士卒、古原研究室）であり、現在日本製鉄株式会社で
ご活躍されている五藤愛さんに古原研究室の佐藤と吉田がお話を伺いました。

●2023 年 7 月～ 2024 年 3 月受賞者

Profile

2023 7/12 未来 PET 創造研究ユニット 第2回 Bench to Clinicalシンポジウム 優秀発表賞 先端結晶工学研究部門 浦野 雄介 工学研究科 材料システム工学専攻 D1

8/17 次世代放射線シンポジウム優秀研究賞 先端結晶工学研究部門 松倉 大佑 工学研究科 材料システム工学専攻 M2

8/24 最優秀ポスター賞 東北イオ二クス研究会 構造制御機能材料学研究部門 吉迫 大輝 工学研究科 金属フロンティア工学専攻 M2

8/30 HT-CMC11 (11th International Conference on High Temperature Ceramic 
Matrix Composites) Best Poster Award 原子力材料工学研究部門 岩本 空 工学研究科 量子エネルギー工学専攻 M2

9/9 日本セラミックス協会 第36回秋季シンポジウム クリスタルサイエンス ―結晶
育成技術の新展開と材料研究 ―優秀発表賞 先端結晶工学研究部門 浦野 雄介 工学研究科 材料システム工学専攻 D1

9/21 日本鉄鋼協会 学生ポスターセッション奨励賞 耐環境材料学研究部門 岡田 隼樹 工学研究科 量子エネルギー工学専攻 M2

10/14 第78回年次大会 日本物理学会 学生優秀発表賞（領域6） 低温物質科学実験室 千葉 尋斗 理学研究科 物理学専攻 M2

11/17  相変化研究会シンポジウム(PCOS2023) ポスター賞 構造制御機能材料学研究部門 中島 拓海 工学研究科 金属フロンティア工学専攻 M1

12/8 一般社団法人 日本熱処理技術協会 第96回秋季講演大会 研究発表奨励賞 
最優秀賞 金属組織制御学研究部門 丸澤 賢人 工学研究科 金属フロンティア工学専攻 M2

12/20 第29回渦糸物理ワークショップ 学生優秀ポスター賞 低温物質科学実験室 千葉 尋斗 理学研究科 物理学専攻 M2

12/25 日本結晶成長学会 学生ポスター賞 先端結晶工学研究部門 林 直志 工学研究科 材料システム工学専攻 M2

日本結晶成長学会 学生ポスター賞 先端結晶工学研究部門 佐々木 玲 工学研究科 材料システム工学専攻 M2

日本結晶成長学会 学生ポスター賞 先端結晶工学研究部門 阿部 柚佳 工学研究科 材料システム工学専攻 M1

2024 1/30 第28回（2023年度）応用物理学会東北支部講演奨励賞 先端結晶工学研究部門 浦野 雄介 工学研究科 材料システム工学専攻 D1

3/5 腐食防食学会東北支部優秀賞 耐環境材料学研究部門 足立 彬 工学部機械知能・航空工学科量子サイエン
スコース B4

3/7 新技術・新材料分科会 第3回研究会 優秀ポスター賞 先端結晶工学研究部門 林 直志 工学研究科 材料システム工学専攻 M2

3/13 日本金属学会2024年春期講演大会 第42回優秀ポスター賞 非平衡物質工学研究部門 大橋 勇介 工学研究科 知能デバイス材料学専攻 D3

3/14 日本鉄鋼協会第187回春季講演大会 日本鉄鋼協会 学生ポスターセッション
奨励賞 耐環境材料学研究部門 汪 振霆 工学研究科 量子エネルギー工学専攻 M1

3/15 一般社団法人 日本鉄鋼協会 日本鉄鋼協会2024年春季講演大会学生ポス
ターセッション優秀賞 金属組織制御学研究部門 佐藤 銀音 工学研究科 金属フロンティア工学専攻 M1

3/21 第9回次世代イニシアティブ廃炉技術カンファレンス研究奨励賞 先端結晶工学研究部門 浦野 雄介 工学研究科 材料システム工学専攻 D1

3/24 2024 15th International Conference on Materials and Manufacturing 
Technology Best Presentation Awards 新素材共同研究開発センター 田中 貴大 工学研究科 材料システム工学専攻 M2

2024 15th International Conference on Materials and Manufacturing 
Technology Best Presentation Awards 新素材共同研究開発センター 陳 立堃 工学研究科 材料システム工学専攻 M2

3/25 令和5年度 東北大学工学研究科長賞 原子力材料工学研究部門 齋藤 隼輝 工学研究科 量子エネルギー工学専攻 M2

令和5年度 東北大学工学部長賞 原子力材料工学研究部門 上山 魁 工学部機械知能・航空工学科量子サイエン
スコース B4

金研から社会で活躍する
「金属研究者」へ

日本製鉄株式会社　

五藤　愛さん
日本製鉄株式会社 技術開発本部 九州技術研究部 製鋼・鋼材研究室 棒線研究課、九州製鉄所 品質管理
部 棒線管理第一室 兼務。2016年東北大学大学院工学研究科 工学研究科金属フロンティア工学専攻 博
士前期２年の課程入学。金属材料研究所 古原研究室（金属組織制御学研究部門）所属。2018年3月修了。

学生時代の様子

2024年1月インタビュー
吉田草太、佐藤銀音

（古原研究室）

同僚との登山の様子

世界最先端の材料研究を市民に体験しても
らうための「科学のお祭り」です。毎回たく
さんの小中学生が参加して、各研究室のブー
スでは実験などを体験します

お花見会
（共融会 主催）

金研ビアパーティー
（院生会 主催）

どんと祭
（院生会 主催）

※共融会：金研の教員・職員・学生すべての親睦団体
※院生会：金研学生の親睦団体

毎年多くの学生が受賞しています。

きんけん一般公開（隔年開催）
春季金研講演会

秋季金研講演会



金属材料研究所ラウンジにて、上山魁さん（B4）、澁井千紗さん（M1）、宮本伊武己さん（M1）、岡田航汰さん（B4)を撮影しました。ラウンジには

各研究室の紹介パネル、研究成果の展示がされています。また、椅子やテーブルがあり、来客との打ち合わせや、学生や教員の談笑スペースと

しても使われています。（学年は2024年3月当時）
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※本誌では東北大学博士課程前期を修士（M）、博士課程後期を博士（D）と記載しています。


